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          平成２７年度埼玉県高等学校バスケットボール新人大会  

            

                                               平成２８年１月１７日  

 会   場   上尾運動公園体育館  

                                                         C コート第１  試合  

 

 対   戦      昌平   高校     １５  ―  ２４      埼玉栄    高校  

              ５７  １６  ―  １２  ７２  

                 １１  ―   １９  

                 １５  ―  １７  

                                             

第１Ｐ  立ち上がり両チーム共にマンツーマンディフェンスでスタート。 埼玉栄＃４の３

P でゲームが動き出す。一方の昌平は＃８のシュートや＃５の３ P で応戦。高さに勝る埼

玉 栄 はイ ン サイ ドで の ＃６ の シュ ート や リバ ン ドか らの ＃ ４の シ ュー トな ど で得 点 を重

ね、優位に試合を進める。残り４分、５対１３と埼玉栄リードの場面で、昌平はタイムア

ウト。昌平は＃５や＃６のシュートで得点を重ねるが埼玉栄も＃５の３ P や＃８、＃６の

シュートで得点を重ね、埼玉栄優位のゲーム展開は変わらず、１５対２４と埼玉栄がリー

ドを保ち終了。                                                                                

第２Ｐ  昌平＃１５のシュートで先制。埼玉栄も＃１４や＃５のシュートで応戦。残り５

分１９対３０埼玉栄がリードを広げた場面で昌平はタイムアウト。ターンオーバーから昌

平＃６がシュートを決めると流れが昌平に傾く。２６対３４と昌平が追い上げたところで

今度は埼玉栄がタイムアウト。しかし、流れは変わらない。それでも、３１対３６と埼玉

栄がわずかにリードを保ち、前半終了。                                                                       

第３Ｐ  昌平＃５のシュートで後半戦スタート。その後も＃５がシュートを決め、ついに

１点差と昌平が詰め寄るが、埼玉栄は慌てることなく＃５や＃４がシュートを決め、再び

５点差となり、ここで昌平はタイムアウト。しかし、埼玉栄は高さを生かし、＃６夜＃５

がインサイドで得点を重ねる。たまらず昌平は二度目のタイムアウト。しかし埼玉栄に傾

いた流れは変わらず、４２対５５と埼玉栄がリードを広げこのピリオドを終える。                                                                                   

第４Ｐ  埼玉栄の＃８がシュートを決めると昌平も＃７が３Ｐを決め応戦。その後も昌平

は＃５の３Ｐなどアウトサイドでの攻撃で必死の反撃を見せるが、高さに勝り、リバンド

を制した埼玉栄が５７対７２で勝利し、決勝リーグでの２勝目を手に入れた。                                                                      

                                                                                                                 

                                                                                               

                                        （記録者：  八潮  高校   荒井  浩    ）      


